


要約:(1)本年度作成予定の「胎児発育曲線の改訂版」の計画・設計に当たり,関連情報の

収集・整理,電算機ソフトの作成・整備を行った。情報の収集源として今回,  「年報母子

医療統計 1994 年版」1)の 1 編を追加した。(2)当資料に登録されている 9086 例のデータ

をコンピュータに入力し,性別×初・経産別の 4群に層別し,平均体重の分布のパターンの

解析を行った。解析の結果,分布のパターンは 4群とも低値側に尾を引く偏り(歪度はいず

れも約一 3.0)がみられた。(3)平均体重は性別では男群,初・経産では経産群がいずれも

有意に重かった。他に交互佐用はみられなかった。(4)曲線作成の対象在胎週数は 22～41

週とする。この期間の各週群の体重分布はほぽ正規分布であることを確認した。


